特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年8月2日419号
●第16回里山の会主催講演会　会場：冨野荘南部コミニティセンター　9月8日（土曜日）
大阪市歴史博物館館長　脇坂修氏　新田辺駅から徒歩15分
●木津川市役所ロビー展は署名者170名　来訪者300名以上のみなさんが来場　観賞　　木津川市は加茂町木津町山城町の3町で新しく誕生しました。駅前開発と併せて庁舎の新築が進み素晴らしいフロアが設けられています。
夏祭り実行委員会への参加呼びかけがあり、今年はロビーで「木津川の自然と歴史」として関係団体への協力を依頼して展示ブース26枚を使った発表を行いました。来庁者の目に留まっての立ちより、出展者の口コミでの人、知人の案内でこられた人様々なみなさんが大勢観賞い戴きました。特にこれまで里山の会や河川レンジャー活動とは無縁だった皆さんが大勢来ていただきました。それだけ多くの人にご理解を戴くよい機会だったわけです。展示内容も素晴らしく研究されていると好評を戴きました。　
●29日開催の「木津川で遊ぼう・魚を獲ろう」　　数日間猛暑日が続きました。当日も猛暑日で全国2番目の最高気温だったようです。申込者総受付は169名で参加実数は152名の大変な参加でした。スタッフは42名でした。開会では深田理事長、山田代表レンジャーの挨拶に続きライフジャケットの装着指導、その後諸注意があり、第1回目の魚とり10時40分に休憩し、10時50分から第2回目の魚とりや、投網指導、ブラックバスの解剖説明を行い11時15分から木津川クイズや木津川の魚の説明解説をしました。最後に魚とりのための大変な事前準備と、ライフジャケットの乾燥と返納などの片付け後始末作業の上に楽しいひとときを迎えることが出来ていることを話し、感想文の記入をして戴いて散会しました。今年は特に熱中症対策など水分の事前補給の大切さを強調し、協力を依頼しました。この成果があったのか全員無事に終了できました。又スタッフの方々には、本当に暑い中警戒、指導、救護、設営、受付、給食(給食づくり)係など各部署で頑張っていただいた献身的な姿勢に心からお礼もうしあげます。参加者の皆さんにスタッフの弁当代にと支援カンパをお願いしましたところ９０６0円の寄付が集まりました。本当にありがとうございました。
●事務局会議から、　ワンドが来年には消滅するかもしれないという状況が報告されました。感想文では楽しかった、来年を期待します、沢山の魚がゲット出来た、などと期待と感謝が満載でした。このように大きな期待があるのに消滅する心配が大きいのにだた見ているだけではダメという事に気が付きました。淀川河川事務所や木津川出張所に親水性豊かな貴重な様相を継続させてほしいという申し入れをしようと一致しました。
●京の七夕竹の提供　三商店街からの注文が寄せられました。今年は助成金が打ち切られたらしく商工会からの援助が打ち切られるという雰囲気の中での取組となり、注文と同時に納品という事で事前の準備が整える間もないということになりました。それでも熱心に取り組まれることになり力を尽くして届けました。昨年の暑さなど又今年の低気温などに見られる以上から竹の色つやが弱っていました。
●8月25日開催の「地域で考えよう防災」　現在の参加申し込み人数・・大人48人　子ども51人　　夏休みの最終版に防災体験を考えました。会場は精華町の川西小学校で午前と午後の2回の体験学習を開催します。洪水体験として汚濁川の歩行体験、水没ドアの開閉体験を行います。人工衛星を使った被災地からの通信が可能になる通信車、はしご車のようにするすると上昇して、かなり高いところから現場を明るくする照明用発電機を積み込んだ照明車など災害復旧用車両の展示と乗車体験も計画しています。東南海地震が必ず起きる予想され、東北地震災害や豪雨災害など遠い所の出来事と他人事のように言えないこの頃です。土嚢を作って平積みを体験します。この体験もチャンスがそう多くあるものではありません。多くのご参加をお待ちしています。
●11日　ツバメのねぐら入り観察会　午後4時　近鉄・向島駅・改札口に集合です　　近畿地方で最も多くのツバメが集まるといわれている観月橋下流の芦原で、夕日が落ちたころに数万羽のツバメが大空に飛翔します。そして足元や肩口等堤防すれすれに矢のように飛び交う様は、驚きです。今年生まれた子ツバメも冬の寒さから逃れるために南の国への過酷な渡りに備える準備を整えています。今年は長年）宇治川で活躍されている坂本レンジャーに解説をお願いしました。御期待下さい。
●灯呂流し　田辺校東側の防賀川の下流　出あい橋付近で実施します。ここ6年ほど続けてきました、毎年多くのみなさんが夕暮れ時水辺で楽しみます。昨年は約100人ほどの参加がありました。気楽に団扇を持ってご参加ください。
●19日は二つの取り組みがあります。何れも募集人数に制限がありますので、先着順で受け付けます。この取り組みは何回も出来ない貴重な取り組みでこのチャンスを生かして下さい。参加希望者は、ＦＡＸで里山の会事務所に連絡下さい。可否の連絡はＦＡＸで行います。
 eq \o\ac(○,1)　木津川源流を訪ねる会　残席２名です。出発19日7時30分に開橋東詰 木津川流域センター(消防署南)です。青山高原の下までバスで移動します。帽子、弁当、水筒等以外に、真夏時の取り組みで必須の持ち物を携帯ください。木津川上流の河川レンジャーさんとの共同企画事業として取組みます。
 eq \o\ac(○,2)　喜撰山ダム発電所　天ヶ瀬ダム見学会　　集合　7時30分～12時　天ヶ瀬ダムゲート前　小中学生除く　募集人数20名　喜撰山発電所は無人運転となっています。今回は特別の計らいをして戴いて実現したプランです。この機会をお見逃しなく。受付人数20人としています。先着順です。現在残堰8名分があります。お早めに事務所へＦＡＸください。
●事務所の大型扇風機廃棄に　中西さんの寄付してくれた大型扇風機が長年懸命に回ってくれましたがとうとう回らなくなりました。
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください
郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

